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2023年7月30日
ねん がつ にち

年間第17主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

マタイ福音は、「宝」について語るイエスのことばを記します。「持ち物をすっかり売り払
ふくいん たから かた しる も もの う はら

って」でも、手に入れたくなるような「宝」です。ここでイエスが語る「宝」は、経済的
て い たから かた たから けいざいてき

な付加価値を与えてくれる財産としての「宝」ではなく、自分の人生を決定的に決める
ふ か か ち あた ざいさん たから じ ぶん じんせい けっていてき き

ような「宝」であります。人生のすべてを賭けてでも手に入れたくなるような、いのち
たから じんせい か て い

を生かす「宝」であります。
い たから

それをよく表しているのが、第一朗読の列王記の話です。神はダビデの王座を継いだ
あらわ だいいちろうどく れつおう き はなし かみ おう ざ つ

ソロモンに、「何事でも願うが良い。あなたに与えよう」と言われます。それに対してソ
なにごと ねが よ あた い たい

ロモンは、経済的な付加価値を持った「宝」を求めることもできたでしょう。しかしソ
けいざいてき ふ か か ち も たから もと

ロモンは、自分の利益を求めることなく、「あなたの⺠を正しく裁き、善と悪を判断する
じ ぶん り えき もと たみ ただ さば ぜん あく はんだん

ことができるように、この僕に聞き分ける心をお与えください」と願い、神から喜ば
ぼく き わ こころ あた ねが かみ よろこ

れることになります。その結果として、「知恵に満ちた賢明な心を」神から与えられた
けっ か ち え み けんめい こころ かみ あた

と、記されています。
しる

ソロモンは自分の利益ではなく、自分に託された神の⺠のための「宝」を求めた。ここ
じ ぶん り えき じ ぶん たく かみ たみ たから もと

に福音に記された、すべてをなげうってでも手に入れたくなる「宝」の意味が示されて
ふくいん しる て い たから い み しめ

います。

わたしたちが求め続ける「宝」は、自分の利己的な欲望を満たす宝ではなく、他者の
もと つづ たから じ ぶん り こ てき よくぼう み たから た しゃ

いのちを生かし、社会の共通善に資するような「宝」であって、わたしたちが人生を賭
い しゃかい きょうつうぜん し たから じんせい か

けてでも求め続けなくてはならない「宝」であります。そしてわたしたちには、その「宝」
もと つづ たから たから

が、イエス・キリストの福音として与えられています。「宝」そのものである主御自身
ふくいん あた たから しゅ ご じ しん

が、常にわたしたちと歩みをともにしてくださっています。人生のすべてを賭けて、そ
つね あゆ じんせい か

の主に従っていきたいと思います。
しゅ したが おも

まもなく8月になり、毎年この時期には平和について普段以上に考えさせられます。8
まいとし じ き へい わ ふ だん い じょう かんが
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月6日から15日までは、毎年恒例の平和旬間がはじまります。1981年に日本を訪れた
むいか にち まいとしこうれい へい わ じゅんかん ねん に ほん おとず

教皇ヨハネ・パウロ二世は、広島での平和メッセージで、「過去をふり返ることは、将来
きょうこう に せい ひろしま へい わ か こ かえ しょうらい

に対する責任を担うことです」と、繰り返し呼びかけられました。
たい せきにん にな く かえ よ

夏になって戦争の記憶をたどり、平和を祈るとき、この教皇の言葉を思い出したいと思
なつ せんそう き おく へい わ いの きょうこう こと ば おも だ おも

います。わたしたちは過去を振り返り平和を祈るとき、将来に対する平和を生み出す責任
か こ ふ かえ へい わ いの しょうらい たい へい わ う だ せきにん

を担います。
にな

暴力の支配が当たり前の日常になる中で、戦争のような暴力を平和の確立のための手
ぼうりょく し はい あ まえ にちじょう なか せんそう ぼうりょく へい わ かくりつ しゅ

段として肯定する動きすらあります。しかし、目的が手段を正当化することはありませ
だん こうてい うご もくてき しゅだん せいとう か

ん（カテキズム1753）。「戦争は死です」。賜物であるいのちを生かす神の「宝」から目
せんそう し たまもの い かみ たから め

をそらすことなく、ともに歩まれる平和の主に従っていきたいと思います。
あゆ へい わ しゅ したが おも


